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鳥試報告　8

窒素水準の差異がオーチャードグラスの乾物収量，

化学成分に及ぼす影響について

坂本　晃・野村忠弘

（青森県畜試）

1　ま　え　が　き

牧草特にイネ科牧草の多収には窒素の多用が不可欠

であるが，N多肥牧草は家畜飼養上に種々の悪影響を

及ぼすとされている。このようなことから，Ⅳ多肥牧

草の飼料価値的特色を知るため，オーチャードグラス

を供試し，N多用に伴うミネラル含量とミネラルバラ

ンス，硝酸態窒素および乾物収益の変化を明らかに

第1表　供試草地土壌の化学性

しようとした。

2　試　験　方　法

1試験期間：昭和44年～45年

2　供試盛場の概要

日）当場利用7年目混播草地

（21試験草地土壌の化学性は第1表に示すとおりで

ある。

深　 さの〝

p H
全 窒 素

（喀 ）

置 換 性 塩 基 （血．白．） 有 効 燐 酸
1 燐 鮒 収 係 数

E 2 0 X C l C 8． M g Ⅹ P 2 0 5 劇あ／1 0 0 才3 0 1 1

ロ～ 1 0 8 ．1 5．2 0．7 5 1 8 ．8 5 0 ．5 4 0 ．占 9 5．5 1 2．1 5 （i

5．耕種条件

（1）供試草種および播種鑓：オーチャードグラス

（北海道在来），2．5K払／10a

（2）播種期：昭和45年9月158

4　試論規模：1区面積20が，5連軋　乱塊法

5　刈取時期：各処理区の生育過程が同一になる

第2表　試験区の構成および追肥時期，追肥畳

ように考慮し，1番草は出穂初期，他刈取草は草丈が

約70mに達した時期，また，それに達しないものは

生育が上限になった時期に刈り収った。

d　試験蛙の構成および追肥時期，追肥量は第2

蓑のとおりである。

追 肥 時 期 別 早　　 春 1 番 刈 後 2 番 刈 後 5 番 刈 後 4 番 刈 後 合 計 追 肥 量

区 分

利用 年次 別 1 年 日 2 年 目 1 年 日 2 年 目 1 年 目 2 年 目
1 年 日 2 年 目 1 年 日 2 年 日 1 年 目 2 年 目

K 少 多 肥 別 11・p K N ・F K 上J・P ・K N ■p ・K N ・P ・Ⅹ N ・ア・K N ・P ■K N ・F K N ・P K 朴ア・K N ・ア・K N ・p ・K

N O 区

少　 肥 0 ．12 ．2 D ．2 0 ．2 0 ，0．2 0 ．0　 2 0 ．0 ．2 0 ．0 ．2 0 ．0 ．2 0 ．0 ．2 0．0 ，2 0 ．0 ．2
0 1 2 ．10

1 0 ．1 2 ．10

2 も1 2 ．1 0

4 2 1 2 ．1 0

d 2．5 1 2 ．1 0

0 ．2 0 ．10

多　 肥 0 ．2 0 ＿8 0 ．0．8 0．0 ．8 0 ．0 ．8 0 ． 0 ．8 0 ．2 0 ．4 0

1 0 ．2 0 ．1 0

Ⅳ 1 0 区

少　 肥 2 ．1 2 ．2 2 ．2 0 ．2 2 ．0 ，2 2 ．0 ．2 2 ．0 ．2 2 ．0 ，2 2 ．0 ．2 2 ．0 ．2 2 ．0 ．2
2 ．0．2

多　 肥 2 ．2 0 ．8 2 ．0．8 2 ．0 ．8 2 ．0 ．8 2 ． 0 ．8 1 0 ．2 0 ．4 0

5 0 ．2 0 ．1 0

N 5 0 区

少　 肥 5 ．1 2 ．2 8 ．2 0 ．2 占．口．2 8 ．0 ．2 占．0 ．2 8 ．0 ．2 5 ．0 ．2 占．0 ．2 占．0 ．2

10 ．0 ．2

1 5 ．0 ．2

8 ．0 ．2

多　 肥 占．2 0 ．8 占．0 ．8 8 ．0 ．8 占．0 ．8 占．0 ．8

1 0 ．0 ．2

5 0 ．2 0 ．4 0

5 0，2 0 ．1 0

N 5 0 区

少　 肥 7．1 2 ．2 10．2 0 ．2 10 ．0 ．2 10 ．0 ．2 10 ．0 ．2 1 0 ．0 ．2 5 ．0．2 1 0 ．0 ．2

多　 肥 10 ．2 0 ．8 1 〔）．0 ．8 1 0 ．0 ．8 1 0 ．0 ．8

1 4 ．0 ．2

1 0 ．0 ．8

1 4 ．0．2

5 0 ，2 0 ．4 〔l

N 7 0 区

少　 肥 1 0 ．12 ．2 1 4 ＿2 0．2 15 ．0 ．2 1 4 ．0 ．2 1 5 0．2 1 4 ．0 ．2 7 5 ．0 ．2 7 0 ．2 0 ．1 0

多　 肥 1 4 ．2 0，8 14 ．0 ．8 14 ，0 ．8 1 4 ．6 ．8 1 4 ．0 ，8 7 0 ．2 0 ，4 0

注．Nは尿素，ア（＝P2〇5）I頭猟過石，K（＝K20）は塩化カリを使札追肥量単位：成分晦／10a
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なお，5番刈後追肥は夏期高温時にあたるため濃度

障害を懸念し少なく　した。したがって年聞合計N追肥

通は予定量より少なくなっている。また，利用2年日

はN水準の変化の他に，特にKの影響をみるためKを

2段膳に変化させた。

る　試験結果および考察

1　刈取次別および年間合計乾物収量

第5表に乾物収量を示した。乾物収量はN水準を高

めるに従って増加するが，その増収傾向は刈取時期に

よって異なった。特に1番草ではⅩ水準の違いによっ

てもⅣ水準に対する反応が異なった。すなわち，Kを

多用すると封の増収効果は著しく高まり，どのN水準

の場合もⅩ低水準のものより高く，しかもN dKgでは

第5表　刈取次別および年間合計乾物収量

ぼ最高収是に連した。その収量値はⅩ低水準で最高収

過を上げたN14Kgを約20喀上回るものであった。

一方，K低水準の場合は増収効果の点でⅩ高水準に及

ばないがバ＝4KクまではN増肥に比例して増収した。

このようにⅩ多用は1番草に対する増収効果の点でき

わめて重要な役割を持つものと考えられる。2番草以

降になるとⅩ多用の効果は1番革ほど高くなく．K少

肥とほぼ同様の増収傾向を示している。2番草以降の

N水準増加に伴う収量の変化をみると，刈取回次が進

むにつれて，増収の上限がⅧ高水準から低水準へ移動

する傾向がみられた。したがって年間合計収量はN水

準が高くなるにつれて増収するが，増収効果は緩慢と

なりN50区が増収または増収効果の上限であった。

また，どのⅣ水準においてもⅩ多肥＞K少肥であった。

（K多／10a）

区　 分 1 番 草 2 番 草 5　番 草 4 番 草 5 番 草

N　 O　 区 1 4 8 1 2 2 1 2 0 1 5 占 9 9

Ⅳ 1 0 区 2 5 2 1 9 0 1 7 7 1 4 4 1 5 8

N 5 0 区 2 占8 2 d d 2 9 7 1 9 8 2 0 2

N 5 0 区 2 9 9 5 0 5 5 5 7 1 （i 5 2 0 6

N 7 0 医 5 2 2 5 5 0 2 占7 1 5 9 1 8 7

区　 分

1 番 草 2 番 草 5 番 革 4 番 革 5 番 革

K 少 肥 K 多 肥 Ⅹ 少 肥 K 多 肥 Ⅹ少 肥 K 多 肥 K 少 肥 Ⅹ 多 肥 K 少 肥 Ⅹ 多肥

合計収量

625

881

1．251

1，512

1，2d5

合計収量

三・・

N 〔）区 2 5 d 2 5 8 8 8 8 5 1 0 5 1 0 4 7 5 5 8 5 7 4 5 5 4 1

Ⅳ 1 0 区 2 8 2 5 7 占 1 1 1 1 2 4 1 5 4 1 5 8 1 1 2 1 1 2 7 5 8 0 7 1 4

Ⅳ5 D 区 2 9 4 4 1 占 1 2 7 1 1 5 1 8 5 1 8 4 2 1 8 2 4 0 2 1 2 2 0 8 1，D 5 8

N 5 0 区 5　2 9 4 2 5 2 1 8 2 5 8 2 5 7 2 5 5 2 5 2 2 8 0 1 9 8 2 4 2 1．2 1 0

N 7 0 区 5 4 4 4 0 4 2 占う 2 6 7 2 5 1 2 7 5 2 0 5 2 0 7 2 2 4 2 4 5 1，2 8 7

K多肥

54（～

850

1．1占5

1，414

1，594

2　窒素水準と化学成分の関係

‖1　NO8　－N

第1回にⅣ水準とNO3－N含量の関係を示した。NO3－

㍍は封水準　を高めるに従って増加した。その場合，

NlOKグ以上施用すると家畜に硝酸中毒を起こす危険

があるとされている。硝酸含蒐（NO8－NO．22乗／／DM）

を越えるものが認められた。しかも夏季にかけての含

量が高くなっている。一般に牧草は青刈作物に比較し

て硝酸の蓄積が低いとされている。また，牧草中の硝

酸含量は寒冷地より暖地のほうに高いものが多いとい

う報告がある。しかし，本試験の結果から，本県のよ

うな寒冷地であっても，硝酸が蓄積しやすい夏季～秋

季に窒素を多用（NI DKク以上）すると許容量以上の

硝酸が蓄積する危険性があることが分かった。

K水準との関係でみると，5番草においてK量を高

めた場合，硝酸含量の減少がみられるが他刈取草では

判然としなかった。XはNO3－Nの還元作用に関与し，

蛋白合成に関係するとされている。したがってK多用

は硝酸蓄積を軽減することも考えられるが，必ずしも

そうとは限らないようである。
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NO3・N％DM

0　51015　　0　51015　　0　51015　　0　51015　　0　51015Nkg／lUa

1番堂　　　　　2番草　　　　　3番葦　　　　　4番や　　　　　5番葦

第1図　N水準と刈取次別Ⅳ08－が含量（利用2年目）

（2）ミネラル含量　　　　　　　　　　　　　　アであった。R，Ca，Mg，はN以外の条件に影省き

第4表にミネラル含量とN水準との蘭係を示した。　れ，必ずしも一定の績向をとらないようであった。N

刈取時期やK水準に影簡されず，N水準を高めるに従　水準とミネラル含量の関係についてさらに詳述する○

って含量が増すミネラルはNaであり，低下するものは　　　P：Ⅳ水準を高めるに従いP含量は一般に低下する

第4蓑　N水準と刈取次別ミネラル含盛　　　　　　　　　　　　（免／DM，利用2年目）

刈 取

次 別

区　　 分

P Ⅹ C　 a M　 g

K 少 肥 K　 多 肥 K　 少 肥 Ⅹ 多 肥 Ⅹ 少 肥 K 多 肥 K 少 肥 K 多 肥

－

Ⅳ　 0　 区 0．2 7 0．5 5 2．9 4 5．5 5 8．2 5 0．2 8 0．1 5 0．1 5

N l O 区 0．2 2 0．5 1 2．2 8 5．4 5 0．2 5 0．2 7 0．1 5 0．1 5

番 N 5 0 区 0．5 5 0．2 2 1．8 9 4．1 4 0．2 8 0．2 1 0．1 （i 0．1 5

草 が 5 0 区 8．5 4 0．5 1 1．8 8 5．7 8 0．5 7 0．2 9 0．1 7 0．1 7

Ⅳ 7 D 区 0．5 5 0．2 8 1．5 2 5．5 9 0．5 7 0．5 2 0．1 7 0．1 8

－

N　 D　 区 口．5 7 0．5 4 5．0 0 5．1 4 0．4 5 0．5 4 0．2 0 0，2 0

Ⅳ 1 0 区 0．5 9 0．5 1 5．1 5 5．1 0 0．4 5 0．4 4 0．2 1 0．1 9

番 Ⅳ5 0 区 0．2 2 0．2 8 2．1 2 5．8 1 0．5 8 0．4 6 0．2 4 0．1 9

草 が5 0 区 0．2 4 0．2 5 1．7 9 5．5 8 0．5 4 0．5 7 0．2 4 0．1 4

Ⅳ7 0 区 0．2 5 0．2 0 1．4 0 5．1 1 0．5 7 0．5 4 0．2 5 0．1 5

N O 区

が

0．d 1

5

0．8 4

5

5．5 6

5

5．8 8 0．5 5 0．5 2　8 0．2 0

2

0．1 9　9

番
1 0 区

N 5 0 区

0． 6

0．4 8

0． 2

0．4 4

5． 5

2，8 1

4．0 7

5．9 9

0．4 1

0．4 2

0．2

0．5 2

0． 1

0．2 4

0．1

0．1 9
草 N 5 0 区 0．5 0 0．5 1 2．0 8 5．7 8 0．4 0 0．4 5 0．2 4 ロ．2 5

N 7 0 区 0．5 5 0．2 7 1．8 4 5．8 1 0．4 8 0．5 5 0．2 5 0．2 0

四

N O　 区 0．7 1 0．7 0 5．9 5 4．2 7 0．4 7 0．5 9 0．2 4 8．2 1

IT l O 区 0．5 5 0．5 0 5．8 1 4．4 9 0．4 9 0．5 5 0．2 4 0．2 1

番 N S D 区 0．5 8 0．4 5 2 ．7 2 4．1 1 0．4 4 0．2 2 0．2 4 0．1 9

草 N 5 0 区 0．2 8 0．5 5 2．5 7 5．5 8 0．5 4 0．5 5 0．2 5 0．2 1

y 7 0 区 0．5 4 0．5 5 2．2 5 5．5 1 0．5 8 0．4 2 0．2 4 0．2 4

五

N　 D　 区 0．5 8 0．5 1 5．5 5 5．5 8 0．d 2 0．5 8 0．1 9 0．1 6

Ⅳ 1 0 区 0．5 0 0．5 0 5．5 4 4．0 4 0．5 9 0．4 5 0．2 1 0．1 7

番 N 5 D 区 0．4 0 0．4 0 2 ．1 7 4．1 8 0．5 2 0．5 8 0．2 4 0．1 9

草 y 5 0 区 0．5 1 0．5 d 1．7 2 5．7 2 0．5 5 0．4 2 0．2 7 0．2 1

IJ 7 0 区 0．2 8 0．5 8 1．8 4 4．2 8 0．5 8 0．4 5 0．2 8 D．2 8
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が，その低下度合は5番草以降が大きく，春季にあた

る1，2番草は小さい。Nの施肥はP含量にはさほど

影響しないとする報告もあるが，N臆の程度や時期に

よってはかなり影響するようである。

E：K含量の変化はK水準によって異なった。すな

わち，K低水準の場合，K含量はⅣ水準を増すに従い

低下する。一方，K水準を高くすると，K含量はNレ

ベルに対応して減少するとは限らないようである。一

般にNとKには培抗的関係があるとされており，本結

果でもK低レベルの場合にはみられる。しかし，K水

準を高くすると必ずしも培抗関係はみられなくなって

おり，N．Xの培抗的作用は土壌中の有効態Kの多少

によって論ぜられるべきものと推察された。

Ca：N水準との関係は一定の傾向をとらない場合が

多く，時期によっては低下または増加するなどかなり

複雑のようである。K水準との幽係でみるとⅩ多用は

Ca／P比

Caに対して培抗的に働いている。

Mg：N水準との関係は刈取時期により異なった憤向

をとるが，Nレベルを増すに従って増加する場合が多

い。また，Kの多用はMg含量を減少させる。

柑）Ca／？比，K／Ca＋Mg比

前述してきたようにN水準やⅩ水準を変化させるこ

とにより，オーチャード〆ラスのミネラル含丑が変動

することがわかった。次にこのようなミネラルの変化

が家畜のくる病やグラスチタニーの発生と関係がある

とされている，Ca／ア（喀）比，K／Ca＋Mg（m・e）比

にどのように影響するかについて検討した。

1）Ca／乍（喀）比

第2図にCa／つ比とN水準との関係を示した。Ⅳ水

準を高めるに従って，Ca／？比は大きくなる傾向がみ

られた。また，Ⅹ水準との関係でみるとⅩ少肥＞K多

肥の傾向がみられる。

0　51nl5　　0　51015　　0　51015　　0　51015　　0　51015Nk／lh

1番卓　　　　　2番草　　　　　3番草　　　　　4番革　　　　　5番革

第2図　N水準と刈収次別Ca／P比（利用2年目）

一般にCa／？比が適正でない場合，家畜がくる病に

なる危険があり，その比率は1～2が適当であるとさ

れている。本結果をみるとN水準の変化に伴うCa／P

比の変助範囲はD．5～ロ．7であり，かなり適正範囲に

近い値を示している。したがってオーチャードグラス

はCa／T比ではさほど問題がないものと推察された。

2）K．／Ca＋Mg（皿・8）比

第5回に示されるように，K／Ca十Mg比はⅩ水準の

高低でN水準に対する反応が異なっている。すなわち，

K少肥の場合N水準を高めるに従い低下する。一九

R多肥の場合一定の傾向がみられない。しかもⅩ／℃a

＋Mg比の変動範囲はK少肥で0．8～5．4，Ⅹ多肥で1，9

～4．7と明らかにK多肥＞Ⅹ少肥である。EOmp，

VoiS仁inはK／Ca＋Mg比が1・8以上になるとグラス

テク二一の発生する危険が多くなるとしている。それ

ら報告に基づいて本結果を検討すると，K少肥区のN
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d～N14Kク以外はすべて危険な牧草ということにな

る。一般に牧草（イネ科草）の高位生産には，N多肥

と併用してEの多用が行なわれるが，このようにKの

多用はK／Ca＋Mg比を異常に高めるので注意が必要

K／Ca＋Mg比

であろうし，また，今後N多肥時におけるKの施用法

について，ミネラルバランスの面からの険討が重要と

考えられる。

0　51015　　0　51015　　0　51015　　0　51015　　0　51015Nkg／108

1番茸　　　　　2番等　　　　3番等　　　　　4番草　　　　5爵草

第3図　Ⅳ水準と刈取次別K／Ca＋Mg比（利用2年目）

4　ま　　と　　め

窒素水準の差異とオーチャードグラスの化学成分お

よび乾物収塵の関係について検討した結果の要約は次

のとおりである。

1乾物収量はN増肥で増・大するが，その増収傾向

は刈収時期やK水準の違いで異なった。特にⅩ多用の

効果は1番草で高く，他の時期では頗著でなかった。

2　N08－Nは水準を高めるにつれて増加するが，

NO3－N O．22‰／DMを越えるものは1回追肥量NlO

Kか′10a以上の場合に多く．特に夏季～秋季に高まりや

すい。

5　N増肥に従って含量が増すミネラルはNaであ

り，低下するものはPであった。K，Ca，Mg　は刈取

時期，K水準に影響され必ずしも一定の傾向を示さな

かった。

4　Ca／℡比はN増把で大となるが，ほとんどのも

のが適正範囲にあった。K／Ca＋Mg比はⅣ増肥で小

さくなるが，Kを多用することにより比率を異常に高

める（1．8以上）ことが分かった。

（文献省略）

サイレージ用とうもろこしの品種比較について

有　賀　正　人

（福島県畜試）

1　ま　え　が　き

飼料としてのとうもろこしの利用方法は種実を浪厚

飼料にする方法と，青刈りおよびサイレージにして粗

飼料として利用する二つの方法に大別できる。日本で

のとうもろこしの利用は青刈りおよびサイレージ用と

しての利用が圧倒的に多い。そこで当場では昭和57

年からサイレージ用とうもろこしの品種比較試験を継

続してきたので，その結果を報告する0




